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第56回

■■  鸞 歴史的建造物に思うゆとり
lll警 鬱

‐
 夏休みには旅行に出かけ、古い寺

院や建物を巡 りながら、素晴らしさ

■‐● に感嘆の声をあげる人も多いことだ

ろう。

実は、筆者の勤めている大学の越

中島キャンパスの 1号館も、関東大

震災 (大正12年、1923年)直 後に建

てられた古い建物である。いまも教

‐ 室や研究室に使われており、ときお

リテレビや映画のロケにも利用され

ている。

建物の外観にはレリーフが施され、

高い天丼近くの壁に、いくつかの本

彫 りの船の彫刻がはめ込まれている

●  部屋 もある。al時のゆとりある設計

‐ と、数は少ないが気遣いにあふれた

装飾が、味わいのある雰囲気と心地

良さを醸し出している。

一方で筆者の研究室がある 2号館

は、12年ほど前 (1995年)に 建てら

‐ れたものである。合理的かつ機能的

―   な設計と言えば聞こえは良いが、レ

11■  リーフや彫刻などはもちろん無い。

■  ヽ 安普請とまでは言わないが、機能だ

‐   けを追求すれば、ムダはないものの、

1   味も素っ気もなくなってしまう。

■   機 先人たちのやさしい配慮
艤 奪 機

:   ゆとりや配慮を感じるのは、なに

■11 も古い建築物だけの専売特許ではな

い 。

大阪の地下鉄梅田駅では、駅舎を

広げようとしたら、先回りして造っ

てあった トンネルを発見し、これを

利用して安価に工事を完成すること

ができたそうである。名古屋の100m

道路は計画当時に無謀とも言われた

ようだが、いまでは非難する人はい

ない。

東京近郊の河川をまたぐ高速道路

には、橋脚の間が等間隔ではなく、

一部分だけ広 く造られている橋梁が

ある。いつの日か河川敷にインター

チェンジを設けるかも知れないと想

定し、接続道路を通しやすいように

との配慮だと聞いたことがある。片

側 1車線で開通する道路であっても、

トンネルや橋梁などの複雑な工事部

分だけは、手戻 りがないように将来

に備えてあらかじめ広めに造ってお

くことは多い。

そこには、多少の無理や出費をし

てでも、次世代にゆとりある資産を

引き継ぎ、負担を減らしてあげよう

とする配慮がうかがえる。これは、

自らの時代だけで将来を決めきらな

い奥ゆかしさや、次世代に決定を委

ねる謙虚さでもある。

議 将来を決めきることは可能か ?
機構罐:

一般論で言えば、現在の知識と能

力で、将来のすべてを見通すことは

難しい。

将来を計lllするためには予減1が必

ず必要であるが、予測の前提となる

仮定が社会情勢や生活行動によって

変わり、予測結果が実際と異なるこ

とはしばしば起きる。また、時代を

経て新たな知見が追加されたり、技
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